
ヒューマンウェア博士課程プログラム平成 27 年度第六回企画運営委員会議事概要（案） 

 

 

【日時】 2015 年 11 月 5 日（木曜）12 時から 12 時 40 分 

【場所】 情報科学 A 棟 308 室 

【出席（敬称略）】 清水（委員長・情）、尾上（情）、増澤（情）、藤原（情）、谷田（情）、

村田（情）、井上（情）、難波（生）、藤田（生）、細田一（情）、石井（生）、中村（基）、

中野（生）、田中（生）、 

【欠席（敬称略）】 若宮（情）、松岡（サイバー）、細田耕（基）、平岡（生）、柳田(生)、

大澤（生）、近藤（生）、八木健（生）、石黒（基）、宮崎（基）、 

【陪席（敬称略）】 住吉（情）、深井（情/部門事務）、礒田（情/部門事務）、谷川（情/部門

事務）、岡本（情/部門事務）、井汲（情/部門事務） 

【陪席欠席（敬称略）】 森田（生/部門事務）、 

 

配布資料 

  HWIP ホームページ教員用ページにアップしています。 (パスワード： HWinnovation) 

 

議題 

(1) 教務委員会（資料１） 

 授業関連の進捗について報告があった。 

① 1 年次 HW 領域基礎研究として、企業訪問およびそのまとめ講義が終了した。

Web でも報告済。 

② 2 年次 HW 融合領域研究として、9/28 に学内アウトリーチを実施済（Web で

も報告済）。11/25 には学外向けアウトリーチとして中之島 LabCafe にて実施

予定（一般参加型のため広く広報をお願いいたします）。 

 その他、教務全般滞りなく順調に進んでいることが報告された。 

(2) 選抜委員会：（資料２） 

 Pre-QE（面接 12/1 AM）について進捗報告があった。 

① 評価基準となる資料を決定（アドバイザリ委員会報告書・回答書、研究室ロ

ーテーション・企業訪問のレポート、未来トークレポート等） 

② 面接を 2 部屋で実施、面談スケジュール策定済。1 名 15 分（発表 10 分、質

疑応答 5 分） 

(3) 海外連携委員会（資料３） 

 現在の海外渡航状況について報告があった。 

短期派遣数は順調に増えている（許可済み予定含め 26 件）が、海外インターンシ

ップの件数が少ない（派遣中 3 名のみ）。年度末には 3 年生のインターンシップ未



実施者に調査することを検討。 

 危機管理体制について、未来戦略支援事務室と第 1 回目の打ち合わせを実施、大

阪大学としての緊急対応体制を確認し、連動して部門に要求される体制を確認し

た。これを受けて体制に合わせたマニュアルに修正対応中。今後部門内の体制に

ついて検討していく。 

 

※ 国内インターンシップは 2 名実施中、1 名実施済み。海外とあわせて今年度、予

定の一期生（3 年生）の半数がインターンシップを実施することになる。 

(4) 産学連携委員会（資料なし） 

 報告事項なし。 

(5) 広報委員会（資料５） 

 5 部門合同説明会を 10/8 吹田、10/9 豊中で開催。吹田 39 名、豊中 62 名が参加。  

 融合研究紹介ページの作成・公開を実施済。特に履修生が参画している教員主導

型についてはコンテンツ(紹介ページ)を提供お願いします。 

 プログラム単独の選抜説明会を 12 月 18 日 13:00- 実施予定。11 月上旬に説明会

案内を含めて冊子類を選抜対象者(各専攻合格者)に郵送予定。 

 教員向け説明会を 12 月に実施計画中。情報(増澤教授)、生命(清水教授 12/9 予定)、

基礎工(増澤教授)にて日程調整含め対応中。 

その他 

１）来年度学生主催若手合宿について (清水教授) 

 学生組織が立ち上がり、来夏の実施にむけて活動を開始したとの挨拶があった。

来期もプログラムとして経費支援を予定する。 

２）現地視察 10/30 について(清水教授) 

 教務内容・産学連携・その他プログラムの運営についてはおおむね好評価を得た

と感じている。グローバルが非常にキーワードとなっていると感じられ、担当教

員に外国人がいない点についてのコメントがあった。今回の現地視察の結果も踏

まえ 12 月に東京でヒアリングが実施予定。  

 

次回は 12 月 3 日(木)  12:00-13:00 情報科学研究科 A 棟 3 階 A308 開催予定。 

 


